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盂
蘭
盆
会
に
於
け
る
日
本
で
の

　

盆
の
精
霊
行
事
と
風
習
を
思
う
時�

百
目
鬼
　
幸
秀

今月の掲載内容

・
盂
蘭
盆
会
に
於
け
る
日
本
で
の

　
　
盆
の
精
霊
行
事
と
風
習
を
思
う
時�

1

・
録
事�

2

・
宗
派
だ
よ
り�

3

・
末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り�

3

・
本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

・
醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

令
和
六
年
八
月
六
日
発
行

発
行
所　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

　
　
　
　
京
都
市
伏
見
区

　
　
　
　
　
醍
醐
東
大
路
町
二
十
二

　
　
　
電　
話 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
〇
〇
二

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
一
〇
一

が
各
家
に
帰
ら
れ
、
十
六
日
の
朝
に
「
追
い
出
し

ア
ラ
メ
」
荒あ

ら

布め

を
炊
い
て
お
供
え
し
て
か
ら
ゆ
で

汁
を
門
口
に
撒
く
風
習
を
も
っ
て
浄
土
に
お
帰
り

頂
き
、
五
山
の
送
り
火
に
て
京
都
の
お
盆
が
終
わ

り
と
な
り
ま
す
。

お
盆
中
の
御
供
物
は
馬
に
乗
っ
て
早
く
帰
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
と
の
思
い
で
き
ゅ
う
り
と
、
お
帰

り
の
時
は
牛
に
乗
り
ゆ
っ
く
り
お
帰
り
く
だ
さ
い

の
意
味
で
茄
子
、
御
土
産
と
し
て
素
麺
を
供
え
ま

す
。
御
霊
供
は
精
進
で
ダ
シ
も
昆
布
と
乾
物
の
椎

茸
で
、「
お
精
霊
さ
ん
は
薄
味
で
柔
ら
か
く
さ
っ
ぱ

り
し
た
も
の
」
と
各
家
々
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

醍
醐
寺
の
盂
蘭
盆
会
は
毎
年
七
月
十
三
日
か
ら

十
五
日
に
行
わ
れ
、
歴
代
先
師
の
肖
像
の
軸
が
三

宝
院
弥
勒
堂
に
奉
ら
れ
て
多
く
の
供
物
が
供
え
ら

れ
、盂
蘭
盆
会
中
は
毎
日
理
趣
三
昧
が
営
ま
れ
ま
す
。

日
本
全
国
の
お
盆
の
行
事
の
風
習
は
様
々
で
あ

り
ま
す
が
、
日
本
の
お
盆
は
夏
休
み
と
な
っ
て
し

ま
い
、
お
盆
の
行
事
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
現
今
で

す
。
今
一
度
寺
院
で
は
先
師
、
各
家
庭
で
は
ご
先

祖
様
に
想
い
を
馳
せ
る
心
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の

風
習
を
伝
え
続
け
て
未
来
ま
で
こ
の
お
盆
の
行
事

が
続
く
こ
と
を
願
う
の
で
あ
り
ま
す
。

八
月
は
お
盆
を
迎
え
（
地
域
に
よ
っ
て
は
七

月
）
各
寺
院
は
多
忙
の
季
節
で
す
。
日
本
に
於
け

る
お
盆
の
行
事
は
地
方
様
々
で
す
。

日
本
に
於
け
る
お
盆
（
盂
蘭
盆
会
）
の
歴
史
は

斉
明
天
皇
三
年
（
六
五
七
）
に
須
弥
山
の
像
を
飛

鳥
寺
の
西
に
つ
く
っ
て
盂
蘭
盆
会
を
設
け
た
と

『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
が
最
初
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
民
衆
の
あ
い
だ

で
、
お
盆
の
風
習
が
広
ま
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代

に
な
っ
て
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

京
都
で
の
お
盆
は
ど
の
様
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

京
都
の
お
盆
は
八
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
の
精

霊
迎
え
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を「
お
精

し
ょ
う

霊ら
い

さ
ん
」

と
か
「
六
道
ま
い
り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
京
都

で
は
東
山
の
六
道
珍
皇
寺
と
千
本
ゑ
ん
ま
堂
の
二

か
所
で
「
六
道
の
辻
」
所
謂
こ
の
世
と
あ
の
世
が

つ
な
が
る
場
所
と
さ
れ
、
京
都
の
人
々
は
お
寺
へ

お
参
り
に
行
き
「
迎
え
鐘
」
を
つ
い
て
経
木
塔
婆

に
水
を
か
け
て
お
精
霊
を
迎
え
る
の
で
す
。
醍
醐

寺
の
万
灯
会
で
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
同
じ

よ
う
に
鐘
を
打
ち
経
木
塔
婆
に
水
を
か
け
て
お
盆

の
精
霊
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

お
盆
は
八
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
ご
先
祖
様

令
和
六
年

十
一
月
十
四
日（
木
）	

開
白

　

午
前
十
時	

鎮
守
法
楽
大
般
若
転
読
法
要	

下
醍
醐
・
清
瀧
宮
拝
殿

　

午
前
十
時
三
十
分	

竪
義
会
平
座
理
趣
三
昧
法
要	

下
醍
醐
・
金
堂

　

午
後
二
時	

竪
義
会
（
華
厳
宗
大
本
山 

東
大
寺
）

	
	

	

下
醍
醐
・
金
堂

　

午
後
一
時	

如
意
輪
観
世
音
供 

並 

醍
醐
寺
第
一
世
観
賢
大
徳

	

千
百
年
忌
平
座
理
趣
三
昧
法
要

	
	

上
醍
醐
・
開
山
堂

　

午
後
二
時	

柴
燈
大
護
摩
供	

上
醍
醐
・
五
大
堂
前
柴
燈
護
摩
道
場

十
一
月
十
五
日（
金
）

　

午
前
十
時	

恵
印
三
昧
耶
法
要		

下
醍
醐
・
金
堂

　

午
後
二
時	

開
山
理
源
大
師
報
恩
謝
徳
平
座
理
趣
三
昧
法
要

	
	

	

下
醍
醐
・
祖
師
堂

十
一
月
十
六
日（
土
）	

中
日

　

午
前
九
時	

庭
儀
舞
楽
大
曼
荼
羅
供
法
要

	

宗
内
功
労
者
表
彰
式	

下
醍
醐
・
金
堂

十
一
月
十
七
日（
日
）

　

午
前
十
一
時	

慶
讃
法
要
（
真
如
苑
）	

下
醍
醐
・
金
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※�

真
如
苑
様
に
よ
る
法
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
決
め
ら
れ

た
方
の
み
の
参
列
と
な
り
ま
す
。

十
一
月
十
八
日（
月
）	

結
願

　

午
前
九
時	

鎮
守
法
楽 

神
祇
講
式	

下
醍
醐
・
清
瀧
宮
拝
殿

　

午
前
十
一
時	

准
胝
観
世
音
供 

並 

中
興
准
三
后
義
演
座
主
四
百
回
忌

	

第
百
二
世
座
主
文
雄
大
僧
正
十
三
回
忌
中
曲
理
趣
三
昧
法
要

	
	

	

下
醍
醐
・
金
堂

　

午
後
二
時	

柴
燈
大
護
摩
供	

下
醍
醐
・
柴
燈
護
摩
道
場

　

※
右
記
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要
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▼
宗
務
所
移
動

四
月
一
日

任
美
作
宗
務
所
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
龍
寺�

中
井　

宏
昌

▼
教
師
補
任

　
　

本
宗
籍

四
月
二
十
八
日

　
　
　

大
律
師　
　
　

佐　

賀�

松
尾　

宗
祥

五
月
二
十
五
日

　
　
　

律　

師　
　
　

福　

岡�
柳
田　

妙
順

五
月
二
十
八
日

　
　
　

中
僧
都　
　
　

熊　

本�
日
隈　

浄
道

▼
住
職
・
主
管
者
任
命

五
月
二
十
八
日

　
　
　

山　

口　
　
　

光
福
寺�

山
本　

浩
裕

六
月
一
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

教
弘
寺�

藤
原　

昭
善

六
月
八
日

　
　
　

三　

重　
　
　

誠
光
寺�

松
井　

隆
聖

▼
住
職
・
主
管
者
退
任

五
月
二
十
八
日

　
　
　

山　

口　
　
　

光
福
寺�

渡
邉　

恵
弘

六
月
一
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

教
弘
寺�

藤
原　

豊
善

▼
責
任
役
員
任
命

五
月
二
十
八
日

　
　
　

山　

口　
　
　

光
福
寺�

淺
𠩤
カ
ヨ
コ

�

中
村
三
枝
子

六
月
五
日

　
　
　

群　

馬　
　
　

光
樹
院
三
宝
金
剛
教
会

�

仲
田　

順
英

�

田
中　

省
三

�

𠮷
岡
献
太
郎

�

木
俣　

雄
己

�

加
納　

充
浩

　
　
　

三
河
西
部　
　

観
音
院�

鈴
木　

生
弥

�

永
山　
　

哲

　
　
　

京　

都　
　
　

縁
起
不
動
院�

岡
村
由
香
里

�

大
冨　

益
義

�

小
林　

弘
明

　
　
　

広　

島　
　
　

大
山
寺�

吉
原　

寿
希

六
月
八
日

　
　
　

三　

重　
　
　

誠
光
寺�

飯
田　

俊
治

�

杉
本　

隆
玄

▼
総
代
委
嘱

五
月
二
十
八
日

　
　
　

山　

口　
　
　

光
福
寺�

淺
𠩤　

義
人

�

占
部　

恵
美

�

木
原　

佳
子

�

重
安　

明
美

�

松
下　

早
希

�

山
本　

享
史

六
月
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

観
音
院�

山
下　

正
紀

�

森　
　

幸
夫

�

池
上
健
一
郎

�

中
根　

正
美

�

鈴
木　

大
規

　
　
　

京　

都　
　
　

縁
起
不
動
院�

山
下　

博
次

�

植
村　

伴
治

�

徳
永　

法
夫

　
　
　

大　

阪　
　
　

金
剛
寺�

田
中　

千
景

�
谷
本　

典
子

六
月
八
日

　
　
　

三　

重　
　
　

誠
光
寺�
吉
田　

暢
泰

�

川
南　

達
司

�

中
村　

宥
海

六
月
十
七
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

国
分
寺�

松
本
真
一
郎

▼
褒
賞
下
付

四
月
二
十
八
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

不
動
院�

鈴
木　

通
博

�

小
嶋　

榮
一

�

小
嶋　

時
寛

▼
承
認
・
証
明

六
月
十
日

　
　
　

宮　

崎　
　
　

光
明
院

土
地
購
入
承
認
の
件

六
月
十
一
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

金
澤　

泰
栄

僧
籍
復
籍
承
認
の
件

六
月
十
二
日

　
　
　

東
京
（直）　
　
　

大
行
院不

動
産
購
入
承
認
の
件

録
　
事

会　期：2024年6月15日（土）～8月25日（日）
休館日：月曜日、7/23日（火）
　　　　※7/15（月・祝）、8/12（月・祝）は開館
会　場：大阪中之島美術館 ４階展示室
時　間：10：00～17：00（入場は16：30まで）
https://nakka-art.jp/exhibition-post/daigoji-2024/

《
お
知
ら
せ
》

文
化
庁
主
催
に
よ
る
「
令
和
六
年
度
・
宗
教
法
人
実

務
研
修
会
」
が
、
九
月
以
降
に
各
地
区
で
開
催
の
予

定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
宗
教
法
人
実
務
研
修
会
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、開
催
県
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連
帯
会
議　

第
一
回
第
一
連
絡
会

　

令
和
六
年
五
月
八
日（
水
）　

午
後
一
時　

下
京
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
二
階

　
　

テ
ー
マ
：「
部
落
差
別
問
題
」
旧
柳
原
銀
行
見
学
、
京
都
駅
・
崇
仁
地
区
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　

講　

師
：
崇
仁
発
信
実
行
委
員
会
理
事　

坂
田
良
久 

氏

　
　

出　

席
：
本
山
二
名

真
言
宗
各
派
総
大
本
山
会　

令
和
六
年
度
人
権
推
進
講
習
会

　

令
和
六
年
六
月
四
日（
火
）　

午
後
一
時
三
十
分　

真
言
宗
智
山
派
宗
務
本
庁

　
　

演
題
：「
世
界
は
も
っ
と
豊
か
だ
し
、
人
は
も
っ
と
優
し
い
」

　
　

講
師
：
映
画
監
督
・
作
家　

森
達
也 

氏

　
　

出
席
：
醍
醐
派
参
加
者　

西
内
克
修 

師　

本
山
三
名

部
落
解
放
同
盟　

第
四
十
九
回
部
落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏
期
講
座

　

令
和
六
年
六
月
十
三
日（
木
）
～
六
月
十
四
日（
金
）

　
　

会
場
：
大
分　

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

　
　

出
席
：
醍
醐
派
参
加
者　

西
内
克
修

真
言
宗
醍
醐
派　

愛
媛
宗
務
所　

講
習
会

　

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日（
金
）　

愛
媛　

オ
ー
ル
ド
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
道
後　

山
の
手
ホ
テ
ル

　
　

講
師
内
容
：『
真
言
宗
醍
醐
派
』
規
則
・
宗
制
の
概
要
に
つ
い
て

　
　

講
師
派
遣
：
大
原
弘
敬 

宗
務
総
長

親
授
式

　

令
和
六
年
六
月
二
十
九
日（
土
）
午
前
十
一
時　
　
　

三
宝
院
本
堂

　
　

三
重
県　
　

誠
光
寺　
　

松
井
隆
聖 

師　
　

奈
良
県　
　

教
弘
寺　
　

藤
原
昭
善 

師

　
　

山
口
県　
　

光
福
寺　
　

山
本
浩
裕 

師

第
百
十
四
回
三
宝
院
門
跡　

大
峯
山
花
供
入
峰

　

令
和
六
年
六
月
六
日（
木
）　

駈
入
護
摩

　

令
和
六
年
六
月
七
日（
金
）　

大
阪
報
恩
院
法
楽
・
大
阪
練
行
・
四
天
王
寺
柴
燈
護
摩
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洞
川
練
行　

龍
泉
寺
柴
燈
護
摩

　

令
和
六
年
六
月
八
日（
土
）　

大
峯
山
小
篠
根
本
道
場
柴
燈
護
摩
・
山
上
辻
堂
柴
燈
護
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
村
大
日
岳
法
楽
・
清
浄
大
橋
柴
燈
護
摩

　

令
和
六
年
六
月
九
日（
日
）　

鳳
閣
寺
柴
燈
護
摩
・
吉
野
金
峯
山
寺
参
拝
・
駈
出
護
摩

弘
法
大
師
降
誕
会　

　

令
和
六
年
六
月
十
五
日（
土
）　

午
前
十
時　
　

平
座
理
趣
三
昧　
　

伽
藍　

祖
師
堂

ほ
た
る
鑑
賞
会

　

令
和
六
年
六
月
二
十
二
日（
土
）　　
　
　
　
　

憲
深
林
苑

醍
醐
寺　

国
宝
展

　

令
和
六
年
六
月
十
五
日（
土
）
～
八
月
二
十
五
日（
日
）　　

大
阪
中
之
島
美
術
館

醍
醐
寺
文
化
財
仏
像
調
査

　

令
和
六
年
六
月
二
十
二
日（
土
）
～
六
月
二
十
三
日（
日
）　

霊
宝
館
ほ
か

　
　

副
島
弘
道 

氏　
　

久
保
田
綾 

氏

桜
守　

伝
達
式

　

令
和
六
年
六
月
二
十
九
日（
土
）
午
前
十
一
時　
　
　

三
宝
院
本
堂

　
　

總
本
山
醍
醐
寺　

桜
守

　
　

京
都
府　

吉
野
裕
仁 

氏
（
樋
口
造
園
株
式
会
社
勤
務
）

総
務
部
よ
り

　

宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
は
、
毎
年
会
計
年
度
終
了
後
四
月
以
内
に
役
員
名
簿
と
財
産
目
録
の
写

し
を
所
轄
庁
（
都
道
府
県
庁
）
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（『
宗
教
法
人
法
』
第

二
十
五
条
第
四
項
）。

　

こ
の
他
に
も
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
、
事
業
に
関
す
る
書
類

の
写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
詳
細
は
、真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
本
庁
に
も
提
出
い
た
だ
く
こ
と
を
、
宗
教
法
人
並
び

に
非
宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
に
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・
教
会
規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員

及
び
総
代
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
任
期
満
了

に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

本
年
の
宗
費
賦
課
金
銀
行
引
落
日
は
、
八
月
二
十
七
日（
火
）
と
な
り
ま
す
。

　

お
早
め
に
引
落
口
座
の
残
高
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※�

教
師
個
人
の
宗
費
賦
課
金
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。
口
座
引
落
を
ご
希
望
の
方
は
、
本
庁
財
務
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

宗
費
賦
課
金
、
醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
事
業
義
納
金
を
は
じ
め
各
種
お
支
払
い
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

教
学
部
よ
り

教
学
研
修
会　
「
平
安
後
期
か
ら
南
北
朝
前
期
に
至
る
醍
醐
寺
法
流
史
」

　

令
和
六
年
八
月
三
十
日（
金
）　

午
後
一
時
三
十
分　
　

醍
醐
寺
研
修
棟

　

講
師
：
京
都　

柴
田
賢
龍 

師

理
性
院
流
許
可
灌
頂
お
よ
び
『
太
元
護
摩　

付
息
災
』
伝
授

　

令
和
六
年
九
月
八
日（
日
）、
同
年
九
月
九
日（
月
）　　

※
い
ず
れ
か
の
日
を
選
択

　

伝
授
大
阿
闍
梨
：
醍
醐
寺
座
主　

壁
瀬
宥
雅 

大
僧
正

修
験
伝
法
教
校

　

令
和
六
年
十
月
十
一
日（
金
）
～
十
月
十
五
日（
火
）

醍
醐
寺
オ
ー
プ
ン
テ
ン
プ
ル

　
「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ 

こ
こ
ろ
の
修
行
体
験
」

　

令
和
六
年
八
月
二
十
四
日（
土
）、
同
年
十
一
月
三
十
日（
土
）、
令
和
七
年
三
月
八
日（
土
）、

　

同
年
五
月
十
日（
土
）

豊
国
忌

　

令
和
六
年
九
月
十
八
日（
水
）　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要

　

令
和
六
年
十
一
月
十
四
日（
木
）
～
十
一
月
十
八
日（
月
）

　

※
法
要
の
詳
細
お
よ
び
参
座
の
ご
案
内
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
別
途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ

宗
派
だ
よ
り

伝
授
開
莚
告
知

醍
醐
寺
で
は
本
年
秋
に
左
記
の
伝
授
の
開
莚
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

○
理
性
院
流 

太
元
護
摩 

付
息
災 

伝
授　

九
月
に
開
莚
予
定

　

伝
授
大
阿
闍
梨　

醍
醐
寺
座
主
・
三
宝
院
門
跡　

壁
瀬
宥
雅 

大
僧
正
猊
下

　

日
程
な
ど
の
詳
細
は
あ
ら
た
め
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

○
梵
字
悉
曇
伝
授
～
坂
井
榮
信
悉
曇
阿
闍
梨
相
承

　

澄
禅
流
梵
字
・
智
満
流
梵
字
伝
授
～
・
悉
曇
灌
頂

　

第
一
会
十
月
一
日
、
二
日
開
莚
（
全
十
二
会
予
定
）

　

伝
授
悉
曇
阿
闍
梨　

種
智
院
大
学
副
学
長　

児
玉
義
隆 

僧
正

　

※
約
三
年
を
予
定
し
、
悉
曇
灌
頂
を
開
壇
し
ま
す
。

　

※
講
義
は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

お申し込みは
　こちらから→
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社

醍醐寺開創1150年慶讃事業義納金について

［お問い合わせ］宗務本庁 TEL：075-571-0002

　今般の義納金は、醍醐寺開創以来1150年に亘って受け
継がれてきた法流伝承の象徴として「法流の杜」を整備
するための大切なものです。
　詳細はお手元のパンフレットをご確認いただき、是非
お早目の納入をお願いいたします。
　ご不明点は宗務本庁までお問い合わせください。

真言宗醍醐派公式ホームページのURLは、

https://www.daigo.ne.jp/ です。

宗派内ページ（ログインが必要※）からは、所轄庁
提出書類（収支計算書、財産目録、境内建物に関す
る書類）のひな型や責任役員、総代任命などに関す
る書類、僧階昇補、住所変更等に関する書類などが
ダウンロードできます。また、寺院・教会名簿など
も閲覧できますので、是非ご活用ください。

※宗派内ページへのログインパスワードは、 shoubou1145 です。


